
いすみ鉄道 自社養成乗務員訓練生募集 Ｑ＆Ａ 
 
Ｑ１：年齢制限はありますか 
Ａ１：年齢及び性別による制限は設けません。しかしながら動力車の運転士訓練という内

容及びその後の乗務員としての勤務継続期間から、５０歳代が上限と考えております。 
 
Ｑ２：訓練中の身分は 
Ａ２：いすみ鉄道の契約嘱託社員になります。訓練中は当社規定による賃金をお支払いた

します。 
 
Ｑ３：訓練の内容は 
Ａ３： 
・入社から約半年間：いすみ鉄道の研修生として基本的に毎週末いすみ鉄道の業務（出改

札、売店補助、イベント、工務補助など）、及び学科講習を行います。この期間を通じ、鉄

道マンとしての基本的な心構えを身に付けていただき、沿線地域と接客になじんでいただ

きます。 
・半年後～１年：この期間は試験へ向けた学科講習を受講していただきます。また並行し

て実際の列車への添乗、車両検修業務、車掌訓練を行い、非常事態への備えや応急処置な

どの基礎訓練を行います。（毎週末の出勤です。） 
・２０１２年３月に国交省の動力車免許学科試験を受験します。（期日は未定） 
・学科試験合格後は、指導運転士とペアを組んで実際の列車を使用した乗務訓練を行いま

す。この時点で平常シフト勤務となり、週５日間乗務訓練が始まります。 
・実際の列車を使用した訓練の進捗度、本人の列車乗務員としての心構えなど完成度をチ

ェックし、会社が適当と認めた場合に技能試験への受験に進みます。（２か月～６か月程度、

個人差あり） 
・学科試験、技能試験に合格すると国交省動力車操縦士免許（甲種内燃）が交付されます。 
ここまでで最短１年４か月かかります。 
・免許取得後は、引き続き乗務訓練を行い、ワンマン運転訓練、接客訓練を経て、社内審

査に合格すると晴れて１人前の運転士として辞令交付となります。（最短で入社から約１年

半） 
 
Ｑ４：訓練はどこで行いますか。 
Ａ４：いすみ鉄道線内で行います。当初１年間は週末のみの勤務ですが、乗務訓練に入る

時点で、週５日のシフト勤務（早朝から深夜まで）になります。 
 
Ｑ５：住居等はどうなりますか。 



Ａ５：いすみ鉄道では宿舎がありませんので、乗務訓練が始まるまでにはおおむね３０分

程度で通勤できる範囲内に各自で住居を手配してください。その場合の費用は自己負担で

す。ご希望があれば行政の移住促進プランをご紹介いたします。 
週末勤務期間（採用から約１年間）は都内からの通勤も可能です。ただし交通費が弊社規

定の上限を超える場合は、超えた分については自己負担となります。 
 
Ｑ６：試験に不合格の場合は 
Ａ６：学科試験、実技試験ともに再受験のチャンスがあります。 
再受験でも合格できない場合は、それまでの訓練内容を考慮し、会社の判断で訓練を継続

するかどうかを決定いたします。（訓練中止となった場合の訓練費用の払い戻しはありませ

ん。） 
 
Ｑ７：身体条件とはどのような基準でしょうか。 
Ａ７：詳しくは自社乗務員訓練生養成募集要項に記載しておりますので、そちらをご参照

ください。ただし、この基準は国交省の試験を受験する際の基準となりますので、訓練期

間中の低下を考慮した場合、視力などでは入社時において基準値ギリギリでは不適切と判

断することがあります。受験希望者はあらかじめご自身で基準に従った身体検査を受けら

れることをお勧めいたします。 
 
Ｑ８：適性検査とはどのようなものでしょうか。 
Ａ８：クレペリン検査、判断力、敏捷性、知能検査などを数時間かけて行います。審査は

弊社独自の基準で行いますが、弊社基準は国が定める基準よりも厳しく設定しています。 
 

訓練生としての心構えについて 
いすみ鉄道の自社養成乗務員訓練生プランは免許取得を目的とした職業訓練ではありませ

ん。また就職をあっせんするものでもありません。 
弊社は約２年間にわたり訓練生に列車の運転士としての訓練教育を提供し、自己の努力と

責任によって動力車操縦免許を取得し、鉄道マンにふさわしい人格を形成できた人物をい

すみ鉄道の乗務員として採用する弊社長期計画に基づいて行うものです。したがって訓練

開始時点で採用を保障するものではありません。 
訓練生は大きな夢の現実に向かってチャンレンジしていく精神を持ち合わせていることが

必須要件となります。（また、いすみ鉄道はワンマン運転のため、接客サービス能力、チー

ムワーク力、協調性も強く求められます。） 
訓練費用の支払いに始まり、すべてにおいて自己責任での対応を求められますので、指示

待ち型、受け身型、責任転嫁型の人物は受験にふさわしくありません。 
疑問点がある方は、いすみ鉄道社長、鉄道部長との直接質疑応答の場を設けますので、エ
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ントリー後、２月に予定されている説明会にご参加ください。 
お電話でのお問い合わせにはお答えいたしません。 


